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副村長に聴く！ 《東峰見聞録》 P2

P4

P6

表紙／ 男の料理教室

福岡県東峰村議会だより

ここが聞きたい！ 《一般質問》

6月定例会トピックス



東峰見聞録

東峰村でも、ふるさと納税の返礼品を多くそろえることはもちろん、魅力的な特産
品を作り、村を豊かにしていきたいと思います。

やっぱり日常的においしくて安全なものを食べたいという気持ちをとらえ、魅力的
なものがあるところに集まるんだと思います。

そうですね、いろんな面で地方創生は地域間競争と言われますけれども、ふるさと
納税にしても、力を入れている自治体は種類も増やして、かなり税収を上げていま
すからね。

ふるさと納税の返礼品の数もまだまだ少ないですね。

今は都城市が牛肉と焼酎で、日本一ですね。

その考えの中で、東峰村にも新しい特産品ができれば、いいかなと思いますけどね。

副村長の得意分野はどういうところがありますか。広報
委員

1つは法学部出身ということもあり、説明責任を果たせるように、しっかりと法律
の面からも政策の根拠を示すこと。もう1つは、県庁から九州アジア経営塾に派遣さ
れ、リーダーシップや経営戦略等を学んだのですが、地域や組織の将来あるべき姿
を見据え、現在における課題を考え、政策を立案することです。また、この塾では
幅広い人脈を築けましたので、これも村のため生かしたいと思っており、今度、７
月７日～１０日にパリで開かれるジャパンエキスポには、知人の紹介で出展できる
ようになりました。村の発展のため、よりよい政策を実行できるように真心を持っ
て、力を尽くしていきたいと思います。

「魅力の宝庫」だと思います。小石原焼、高取焼であったり、観光資源としての岩屋
神社、竹の棚田、棚田親水公園などもあります。福岡や東京にいる友人が村のホー
ムページを見て、東峰村はこんなに魅力があるものがあって、すばらしい地域だと
言います。本村は豊かになる可能性を大いに秘めていますので、私は在職中にしっ
かりと東峰村をPRして、力を尽くしていきたいと思っています。

最後に、東峰村をひとことで言うと。

副村長と村のこれからを考える
本年４月に着任された岩橋副村長に今の心境とこれからの村政へのポイントを
正副議長の２人がインタビューしました。

そのための具体的な考えはありますか。

そうですね、まずは１年目から全力投球で村のために力を尽くしていきたいと。

色々あるんですけど、1つということであれば、雇用を増やしていくことです。今、
地方創生と言われていますけれども、雇用を増やし、村民の方々が生きがいを持って
働くことができるようにすることで、村の人口も増え、村が豊かになることにつなが
ると思います。

まずは特産品である陶器や、農産物を村外にしっかりPRすること、そして、農産物
を加工して新たな特産品を作り、村外に売り込む６次産業化ですね。そのほか、豊富
な森林資源を生かし、間伐材などを木質チップにして、エネルギーの地産地消の仕組
みを作るなど。このような取組により、仕事が増え、それに伴い、人も増えていくこ
とが期待できると思います。しっかり取り組みたいですね。

２年間ありますけれども、どんなことをやっていきたいと思っていますか。

東
峰

見
聞
録

例えば柚子とか米、水など、おいしくて安全なものがありますから、このような資
源を生かし、６次産業化により特産品を作り、PRして村外に認知されるようになれ
ば、流通経路を増やすことができ、また、生産量を増やしていけると思います。そ
うすれば、生産、加工、販売の面で雇用が生まれると考えます。

高校生とか大学生とか、その子たちが戻ってくるような雇用の場所というのがない
んですが。農業で考えはありますか。

在職期間はわりとあっという間でしょうね、２年というのは。

岩橋 忠助 副村長

長澤 貞義 副議長長澤 貞義 副議長

村の方々が温かくて、しぜんと村での生活や仕事に馴染むことができています。

岩橋 忠助 副村長

来られて３カ月経ちましたかね。

大蔵 久徳 議長大蔵 久徳 議長



第５回定例会(６月)議決結果一覧表 賛成：○　反対：●

○　○　●　○　○　○　○　○　○25 東峰村ライスセンターの設置及び管理に関する条例の制定について

27 東峰村ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

○　○　○　○　○　○　○　○　○

29 村道路線の認定について　（塔の瀬６号線・７号線・８号線） ○　○　○　○　○　○　○　○　○

○　○　○　○　○　○　○　○　○26 東峰村子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

28 東峰村重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

○　○　○　○　○　○　○　○　○

30 物件購入契約の締結について　（小型動力ポンプ付積載車） ○　○　○　○　○　○　○　○　○

報告
1
平成２７年度東峰村繰越明許費繰越計算書報告
                                                (電算事務事業 他７件)

－　－　－　－　－　－　－　－　－

発議
2 地方創生調査検証特別委員会の設置に関する決議案の提出について ○　○　○　○　○　○　○　○　○

議 案 一 覧

議
案
番
号

柳

瀬

弘

光

伊

藤　

均

梶

原

光

春

黒

川

隆

康

高

橋

弘

展

梶

原

文

明

髙

倉

寛

視

佐
々
木
紀
嘉

長

澤

貞

義

第４回臨時会(５月)議決結果一覧表 賛成：○　反対：●　欠：－

○　○　●　○　○　○　－　○　○24 工事請負契約の締結について
（東峰村米共同乾燥調製施設機械設備設置工事）

承認
３

専決処分の承認を求めることについて
（東峰村固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例）

○　○　○　○　○　○　－　○　○

同意
２ 東峰村教育委員会委員の任命について ○　○　○　○　○　○　－　○　○

○　○　○　○　○　○　－　○　○承認
２

専決処分の承認を求めることについて
（東峰村税条例等の一部を改正する条例）

承認
４

専決処分の承認を求めることについて
（東峰村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

○　○　○　○　○　○　－　○　○

同意
３ 東峰村教育委員会委員の任命について ○　○　○　○　○　○　－　○　○

議 案 一 覧

議
案
番
号

柳

瀬

弘

光

伊

藤　

均

梶

原

光

春

黒

川

隆

康

高

橋

弘

展

梶

原

文

明

髙

倉

寛

視

佐
々
木
紀
嘉

長

澤

貞

義

6月定例会トピックス
　平成28年度6月定例会は6月14日から16日までの会期で開催しました。

　条例の制定及び一部改正等6件、28年度一般会計補正予算１件、報告1件、発議1件、を

慎重審議し、原案どおり可決しました。また、８人の議員が一般質問を行いました。

（
１０
月
１
日
よ
り
実
施
）

子
ど
も
医
療
費

拡
充

　

福
岡
県
の
医
療
費
支
給
制
度
改
正
に
よ

り
、
東
峰
村
子
ど
も
医
療
費
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
新
た
に
行
う
小
・
中
学
生
の
通
院

費
支
給
に
つ
い
て
は
、
村
の
支
出
が
増
え

ま
す
。

※子ども医療費の支給変更に伴い、
　　　　　　　　下記の支給も変わります。

現　行

改正後

対象者

通　院：就学前まで無料
入　院：中学生まで無料

通　院：中学生まで無料
入　院：中学生まで無料

子ども医療費の支給

現　行

改正後

対象者

ひとり親家庭等医療費の支給

就学後から18歳の年度末まで

子ども医療費の支給終了後から
18歳の年度末までの者

現　行

改正後

対象者

重度障害者医療費の支給

3歳以上

子ども医療費の支給終了後から

地
方
創
生
調
査
検
証
特
別
委
員
会
を
設
置

地
方
創
生
を

　 

議
会
も
検
証

　

平
成
２８
年
度
予
算
よ
り
、
総
合
戦
略
に

関
す
る
事
業
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
合
戦
略
で
は
毎
年
度
政
策
の
評
価
検

証
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
、
東
峰
村
議
会
基
本
条
例
で
は
、「
政
策

評
価
に
資
す
る
審
議
と
具
体
的
改
善
点
の

指
摘
に
努
め
る
も
の
と
す
る
」こ
と
か
ら
、

議
会
独
自
の
総
合
戦
略
に
お
け
る
施
策
等

の
調
査
、
検
証
を
行
う
た
め
、
地
方
創
生

調
査
検
証
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

31 平成２８年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算【第1号】について
                   （安全・安心センター建設、プレミアム商品券等）

●　○　●　○　○　○　○　○　○



ここが聞きたい！

06

議
員　
多
面
的
交
付
金
は
、
ど
う
い

う
取
り
組
み
が
併
用
で
き
る
の
か
。

農
林
観
光
課
長　
中
山
間
の
協
定
と

は
別
に
、
多
面
的
機
能
組
織
の
設
立

が
必
要
。
農
地
の
草
刈
り
、
水
路
の

泥
上
げ
、
農
道
・
水
利
の
補
修
等
、

農
村
文
化
の
伝
承
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
な
ど
幅
広
く
対
応
で
き
る
。

議
員　
併
用
す
る
際
の
行
政
の
支
援

体
制
は
。

農
林
観
光
課
長　
農
林
観
光
課
と
し

て
も
補
助
事
務
を
行
う
形
で
支
援
は

し
て
い
き
た
い
。

議
員　
多
面
的
交
付
金
の
周
知
の
方

法
は
。

農
林
観
光
課
長　
中
山
間
協
定
集
落

に
意
思
確
認
を
行
い
、
中
山
間
交
付

金
と
多
面
的
交
付
金
の
活
動
に
対
す

る
内
容
や
、
具
体
的
な
事
務
等
に
つ 

　

い
て
説
明
会
を
開
き
た
い
。

議
員　
他
の
地
域
の
事
例
は
。

建
設
水
道
課
長　
鹿
児
島
県
で
は
、非

農
家
を
含
む
団
体
が
花
壇
づ
く
り
や

共
同
活
動
を
行
い
、
参
加
者
に
１
時

間
あ
た
り
２
５
０
円
の
地
域
商
品
券

を
発
行
し
、
環
境
づ
く
り
を
し
て
い

る
事
例
も
あ
る
。
朝
倉
市
で
は
多
面

的
交
付
金
受
給
６９
団
体
の
う
ち
１６
団

体
、
う
き
は
市
で
は
４１
団
体
の
う
ち

１０
団
体
が
中
山
間
直
払
制
度
と
併
用

し
補
助
を
受
け
て
い
る
。

10

 

１
．
高
橋　

弘
展　

議
員

　
　
多
面
的
交
付
金
は
中
山
間
直
払
制
度
と
併
用
可
能
か

 

２
．
長
澤　

貞
義　

議
員

　
　
お
む
つ
配
布
事
業
は
要
望
に
合
致
し
て
い
る
か

 
３
．
伊

藤　

 

均  
 

議
員

　
　
農
事
組
合
法
人
と
村
と
の
今
後
の
関
係
は

 

４
．
梶
原　

光
春　

議
員

　
　
村
の
財
政
状
況
は
ど
う
か

 

５
．
柳
瀬　

弘
光　

議
員

　
　
分
収
造
林
制
度
で
国
有
林
に
広
葉
樹
の
植
栽
は
可
能
か

 

６
．
黒
川　

隆
康　

議
員

　
　
土
砂
災
害
防
止
法
に
よ
る
移
転
で
の
村
の
支
援
策
は

 

７
．
梶
原　

文
明　

議
員

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
内
容
は

 

８
．
髙
倉　

寛
視　

議
員

　
　
村
営
住
宅
を
早
期
に
建
て
替
え
る
考
え
は

6778899

農業体験活動

多
面
的
交
付
金
は
中
山
間
直
払
制
度
と
併
用
可
能
か

村
長　

平
成
２６
年
度
よ
り
可
能
に
な
っ
て
い
る

議
員　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
運
営
体
系
図

(

案)

で
の
行
政
の
具
体
的
な
支
援
策
は

何
か
。

村
長　
基
本
的
に
は
、行
政
が
運
営
に

関
与
し
な
い
形
で
農
事
組
合
法
人
と

は
関
わ
っ
て
い
く
。ま
た
、
健
全
な
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
が
出
来
る
よ
う

資
金
面
で
支
援
は
し
て
い
く
。

議
員　
本
年
か
ら
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を

稼
働
し
た
場
合
、２
回
の
利
用
意
向
調

査
で
試
算
す
る
と
、赤
字
経
営
に
な
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

農
林
観
光
課
長　
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を

４０
日
稼
働
し
た
場
合
、利
用
意
向
調
査

で
試
算
す
る
と
５
年
後
に
は
黒
字
化

が
見
込
め
る
が
、農
作
業
の
受
託
・
育

苗
・
６
次
産
業
化
開
発
の
検
討
が
必
要

と
考
え
る
。

議
員　

資
金
面
で
の
具
体
的
な
支
援

方
法
は
。

村
長　

運
転
資
金
等
も
含
め
て
税
理

士
に
指
導
を
受
け
協
議
検
討
し
て
い
る
。

議
員　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
館

を
年
末
年
始
も
開
館
で
き
な
い
か
。

村
長　
い
ず
み
館
の
条
例
施
行
規
則

が
あ
る
が
、運
営
委
員
会
と
現
場
と
協

議
し
、変
則
時
間
に
は
な
る
が
１２
月
３１

日
、１
月
１
日
以
外
開
館
で
対
応
し
た

い
。

議
員　
お
む
つ
配
布
事
業
は
、介
護
者

が
要
望
し
て
い
る
物
と
合
っ
て
い
る
の

か
。　

保
健
福
祉
課
長　
オ
ム
ツ
が
５
種
類
、

尿
取
り
パ
ッ
ト
が
５
種
類
の
中
か
ら
、

家
族
に
選
定
し
て
も
ら
い
給
付
し
て
い

る
が
、特
殊
な
も
の
は
、業
者
と
協
議

し
て
い
る
が
ま
だ
対
応
が
出
来
て
い
な

い
。

議
員　

熊
本
地
震
で
５
市
町
の
庁
舎

が
被
災
し
、立
ち
入
り
禁
止
や
使
用
不

能
に
な
っ
た
。災
害
時
の
拠
点
と
な
る

村
の
庁
舎
の
耐
震
性
と
、今
後
の
取
り

組
み
は
。

村
長　

災
害
時
の
拠
点
と
な
る
べ
き

庁
舎
が
壊
れ
る
と
、
何
も
出
来
な
い
。

新
耐
震
基
準
に
合
っ
て
い
て
も
震
度
５

強
ま
で
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
が
、震
度
６

以
上
で
被
害
が
出
る
と
思
う
。今
後
耐

震
診
断
を
行
い
、強
度
を
調
べ
、両
庁

舎
の
耐
震
補
強
工
事
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

議
員　

活
断
層
が
村
内
の
ど
こ
を
通

っ
て
い
る
の
か
公
開
で
き
る
の
か
。

村
長　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
見
れ
ば
西
山

断
層
が
通
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
が
、

公
表
す
れ
ば
不
安
を
与
え
る
の
で
、今

後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

お
む
つ
配
布
事
業
は
要
望
に
合
致
し
て
い
る
か

保
健
福
祉
課
長　

特
殊
な
物
は
取
り
扱
い
が
で
き
て
い
な
い

農
事
組
合
法
人
と
村
と
の
今
後
の
関
係
は

村
長　

運
転
資
金
も
含
め
て
行
政
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く

一般的な大人用オムツ

 



議
員　

大
字
小
石
原
に
あ
る
山
林
の

所
有
者
へ
、水
源
か
ん
養
基
金
の
周
知

は
十
分
か
。

農
林
観
光
課
長　

周
知
期
間
が
な
く

森
林
組
合
へ
委
任
し
て
い
る
。森
林
所

有
者
の
方
々
へ
、水
源
地
域
で
の
森
林

整
備
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

広
葉
樹
林
化
を
推
進
す
る
上

で
、今
後
の
広
葉
樹
活
用
の
考
え
は
。

農
林
観
光
課
長　
ケ
ヤ
キ
・
桜
・
カ
エ

デ
等
は
、巨
木
に
な
れ
ば
家
具
等
へ
の

用
途
は
あ
る
が
、数
十
年
単
位
で
考
え

る
と
杉
・
ヒ
ノ
キ
に
対
し
て
広
葉
樹
は

経
済
的
側
面
を
望
め
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

議
員　

大
字
小
石
原
で
は
国
有
林
の

割
合
が
多
い
。国
有
林
は
ヒ
ノ
キ
を
再

　

度
植
林
し
て
い
る
が
、水
源
か
ん
養
を

高
め
て
い
く
た
め
に
は
分
収
造
林
制
度

を
活
用
し
、広
葉
樹
等
を
植
え
ら
れ
な

い
か
。

村
長　
東
峰
村
を
１
つ
の
特
区
に
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。そ
の
中
で
、

国
有
林
に
つ
い
て
は
広
葉
樹
を
植
え
た

い
の
で
林
野
庁
と
話
を
進
め
て
い
る
。

農
林
観
光
課
長　

事
前
協
議
に
よ
っ

て
は
広
葉
樹
も
植
栽
可
能
で
あ
る
。

議
員　

平
成
２７
年
度
末
の
未
償
還
残

高
と
起
債
年
は
。　

総
務
課
長　

合
併
前
の
旧
小
石
原
村

か
ら
引
継
ぐ
も
の
が
２０
件
、旧
宝
珠
山

村
か
ら
引
継
ぐ
も
の
が
１８
件
、東
峰
村

と
し
て
は
９５
件
の
起
債
の
償
還
を
行
っ

て
い
る
。総
額
は
２４
億
円
。

議
員　
工
事
案
件
の
見
積
り
は
何
社

か
ら
と
っ
て
い
る
か
。

農
林
観
光
課
長　

原
則
３
社
以
上
か

ら
見
積
り
は
と
っ
て
い
る
。

議
員　
Ｊ
Ｒ
沿
線
の
景
観
整
備
計
画

の
今
年
度
の
予
定
と
ツ
ツ
ジ
等
の
植
栽

予
定
は
。

企
画
政
策
課
長　

め
が
ね
橋
の
方
か

ら
順
次
や
っ
て
い
く
。整
備
す
る
労
務

班
が
林
道
の
草
刈
後
、土
砂
の
撤
去
が

８
月
末
で
終
わ
る
の
で
、支
障
木
の
伐

　

採
は
そ
の
後
に
な
る
。ツ
ツ
ジ
等
の
補

植
は
地
域
協
働
の
村
づ
く
り
補
助
金

を
合
わ
せ
て
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員　

林
業
従
事
者
の
育
成
と
補
助

に
つ
い
て
の
考
え
は
な
い
か
。

村
長　

自
然
環
境
の
維
持
の
た
め
に

は
森
林
保
全
は
必
要
不
可
欠
と
考
え

て
い
る
。人
材
を
育
て
る
た
め
の
課
題

は
、も
う
少
し
時
間
を
頂
き
た
い
。

村
の
財
政
状
況
は
ど
う
か

総
務
課
長　

財
政
の
流
れ
を
つ
か
ん
で
起
債
を
考
え
て
い
く

分
収
造
林
制
度
で
国
有
林
に
広
葉
樹
の
植
栽
は
可
能
か

農
林
観
光
課
長　

事
前
協
議
に
よ
っ
て
は
広
葉
樹
も
植
栽
可
能
で
あ
る

土
砂
災
害
防
止
法
に
よ
る
移
転
で
の
村
の
支
援
策
は

村
長　

補
助
金
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

議
員　
土
砂
災
害
防
止
法
に
よ
り
特

別
警
戒
区
域
に
お
い
て
は
、
新
規
立

地
の
抑
制
、
移
転
促
進
等
が
記
さ
れ

て
い
る
が
、対
策
を
す
れ
ば
可
能
か
。

建
設
水
道
課
長　
土
砂
災
害
を
防
止
、

軽
減
す
る
た
め
の
安
全
な
構
造
を
有
す

る
も
の
で
あ
れ
ば
、建
築
は
可
能
で
あ

る
。

議
員　
土
砂
災
害
防
止
法
に
よ
る
支

援
策
と
そ
の
内
容
は
。

建
設
水
道
課
長　
支
援
策
と
し
て
は
、

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

が
あ
る
。移
転
に
つ
い
て
は
、
住
宅
の

除
去
、撤
去
費
、動
産
の
移
転
費
、仮

住
居
費
な
ど
の
補
助
が
、１
戸
当
た
り

８０
万
２
０
０
０
円
。住
宅
の
建
設
ま
た

は
購
入
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら
借

り
入
れ
た
場
合
、利
子
相
当
額
が
、１

戸
当
た
り
４
１
５
万
円
を
限
度
と
し
て

　

補
助
さ
れ
る
。

議
員　

特
別
警
戒
区
域
に
お
い
て
は

移
転
が
伴
い
、
人
口
減
少
に
も
関
わ

る
事
な
の
で
、
村
独
自
の
支
援
策
を

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長　

村
と
し
て
も
補
助
金
に
つ
い

て
は
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
相
談
の

対
応
に
つ
い
て
は
早
急
に
取
り
組
み

た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
内
容
は

議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
内
容

を
納
税
者
に
知
ら
せ
て
い
る
の
か
。

村
長　

寄
付
金
の
一
部
を
子
育
て
支

援
に
使
っ
て
い
る
。
他
の
分
野
に
つ

い
て
は
形
あ
る
活
用
は
行
っ
て
い
な

い
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
等
で
知
ら
せ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
自
然
環
境
・
環
境

保
全
事
業
に
活
用
要
望
が
多
い
。

議
員　

２６
年
度
に
対
し
て
２７
年
度
の

増
加
し
て
い
る
要
因
は
。

村
長　

全
国
的
に
２６
年
に
対
し
て
、

２７
年
度
増
え
て
い
る
要
因
は
、
返
礼

品
の
魅
力
と
税
金
対
策
が
あ
る
と
思

う
。

住
民
税
務
課
長　
推
移
に
つ
い
て
は
、

２６
年
度
は
３６
件
の
約
９０
万
円
、
２７
年

度
は
６６
件
の
約
２
２
９
万
円
で
し
た
。

　
議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
は
広
い
分
野

　

で
の
使
用
は
可
能
か
。

村
長　

２８
年
度
５
月
末
で
、
６
０
０

万
円
強
の
基
金
残
高
が
あ
る
。
わ
が

村
は
美
し
い
村
に
加
盟
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
環
境
づ
く
り
に
使
用
し
て

い
き
た
い
。

議
員　

返
礼
品
の
品
目
が
少
な
い
の

で
、
陶
器
等
も
加
え
て
は
。

村
長　

今
月
の
広
報
等
で
要
望
を
募

り
た
い
。
陶
器
に
つ
い
て
は
、
個
々

の
窯
元
で
の
対
応
と
な
る
。

村
長　

自
然
環
境
・
環
境
保
全
に
活
用
し
て
い
き
た
い

皆伐された国有林（大字小石原立隠）ふるさと納税の募集チラシ

岩屋駅周辺の景観

 



村
営
住
宅
を
早
期
に
建
て
替
え
る
考
え
は

議
員　

村
営
住
宅
で
耐
用
年
数
を
超

え
て
い
る
、下
郷
、小
石
原
、南
の
原
、

合
坂
、黒
谷
団
地
で
計
２６
戸
。築
年
数

が
非
常
に
古
く
て
生
活
環
境
が
悪
く
、

耐
震
性
も
無
い
。住
ま
れ
て
い
る
方
を

大
事
に
し
て
、
早
期
に
住
宅
の
改
修
・

改
築
は
で
き
な
い
か
。

村
長　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
建
て

替
え
を
図
っ
て
い
き
た
い
。ネ
ッ
ク
に

な
る
の
が
家
賃
だ
と
思
う
。新
し
い
建

物
に
な
る
と
、現
在
２
，０
０
０
円
で
入

居
さ
れ
て
い
る
方
も
新
築
だ
と
最
低
で

も
２
５
，０
０
０
円
く
ら
い
に
な
る
と
思

う
。　

議
員　

新
築
し
た
か
ら
家
賃
を
上
げ

る
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。今

も
古
く
カ
ビ
の
生
え
た
よ
う
な
住
宅
に

住
ん
で
い
る
が
、村
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
き
た
の
か
。先
日
の
よ
う
な
大

き
な
地
震
等
が
き
て
、住
宅
が
倒
壊
し

た
場
合
、村
の
責
任
は
ど
う
す
る
の
か
。

住
宅
を
建
て
直
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

村
長　
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
の
同
意
が

難
し
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。家
賃

が
相
当
安
い
、
便
利
が
い
い
、
住
み
慣

れ
て
い
る
等
い
ろ
ん
な
理
由
が
あ
る
。

　

村
長　

新
し
く
建
て
れ
ば
家
賃
が
高
く
な
る

村営住宅（小石原団地）

小石原川ダム建設現場
視察報告

　現在、建設現場はダムの本体工事に取りか

かっており、利水放流トンネル内部やゲート

室と呼ばれる設備を見学しました。

　現場では大きな機械が動いており、危険が

伴う工事状況であるため緊張感が漂う視察で

した。

　５月１１日に「平成２８年度第１回東峰村ダム対策委員会」が開かれました。水資源開発

機構朝倉総合事業所から水源地域整備事業の進捗について説明を受け、協議終了後、小石

原川ダム建設の現場を視察しました。

小石原川ダム
形 式

堤 高

総貯水容量

導 水 施 設

総 事 業 費

ロックフィルダム（寺内ダムと同じ）

１３９ｍ（西日本で１番の高さ）

約４０００万㎥（江川ダムと寺内ダムを合わせた貯水容量に相当）

約５kmの導水路延長（佐田川～小石原川）

１９６０億円

　

５
月
３０
、
３１
日
に
東
京
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
、
町
村

議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会
に
大
蔵

議
長
と
長
澤
副
議
長
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

１
日
目
は
山
梨
学
院
大
学
の
江
藤

俊
明
教
授
に
よ
る
「
地
方
議
会
の
役

割
と
改
革
の
行
方
」
に
つ
い
て
の
講

演
。
続
い
て
、
町
村
議
会
特
別
表
彰

を
受
け
た
神
奈
川
県
大
磯
町
と
長
野

県
飯
綱
町
の
両
議
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ

議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

発
表
。

　

２
日
目
は
「
地
域
の
活
性
化
」
に

つ
い
て
事
業
創
造
大
学
の
伊
藤
聡
子

教
授
の
講
演
。
続
い
て
「
今
後
の
政

　

局
・
政
治
」
読
売
新
聞
社
の
橋
本
五

郎
氏
の
講
演
。

　

研
修
を
終
え
、
東
峰
村
議
会
に
も

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

～
こ
れ
か
ら
の

　
　

町
村
議
会
を
考
え
る
～

全
国
町
村
議
会
　
議
長
・
副
議
長
研
修
会
報
告

利水放流トンネル ゲート室



議会の動きをさらにチェック！！

東峰村議会ホームページ完成
　「伝わる議会広報に向けて」と目標を立て、昨年より取り組んできました議会ホームページ

が完成し、４月より公開されています。主な機能として、定例会・臨時会の議事録、議会だ

よりを公開しています。その他、議員の紹介や議会の仕組みについての解説等、議会をより

身近に感じていただくためのコーナーも設けております。

　今後も議会だよりを中心として、議会ホームページ、東峰テレビも交えて村民の皆さまに

伝わる議会広報を目指してまいり

ますのでよろしくお願いします。

「東峰村」で検索し、
東峰村議会のページへ
進んでください

　

長
い
梅
雨
も
も
う
す
ぐ
終
わ
り
、

暑
い
夏
が
来
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。４
月
に
起
き
た
熊
本
・
大
分
地

震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
下
旬
に
は
全
国
的
な

大
雨
に
よ
り
被
害
が
多
発
し
、
本
村

に
お
い
て
の
被
害
も
心
配
し
ま
し

た
が
、幸
い
大
き
な
被
害
が
な
か
っ

た
こ
と
に
安
堵
し
て
い
る
所
で
す
。

　

最
後
に
、広
報
委
員
も
７
月
１４
日
、

１５
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
広
報

紙
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
講
し
て
、
皆

様
に
ご
愛
読
い
た
だ
け
る「
議
会
だ

よ
り
」を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。 編

集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員

　

委
員
長　
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ご意見やご感想をください !
東峰村議会では皆様からの

ご意見・ご感想を募集しています。

問合せ先　議会事務局

電話 ７２－２３１１　FAX ７２－２０３８


